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事務所開所時間：月・火・木・金 10:00～14:00 水 10:00 ～12:00 

企画 

記 

 

日   時：平成 25 年 7月 7 日（日）10：00 集合、10：30 から体験開始（40 分程度） 

場   所：『明光窯』 赤磐市仁掘東 1077 086-958-2603 

参加費用：ひとり\1500（粘土 500g）送料別   

＊現地にて徴収させていただきます。また、1 ｸﾞﾙｰﾌﾟごとに送料分を技師会から負担いたします。 

応募方法：参加希望の方は、①氏名②会員番号③施設名④連絡先⑤参加人数（お子様と一緒に体験され 

る場合は、合わせて“１名”としてください）を明記のうえ、『岡山県診療放射線技師会 事務局』までメール、ま

たは FAX にてお申し込みください。 

なお、メールの件名には必ず『備前焼体験参加希望』とお書きください。 

  岡山県診療放射線技師会 事務局：oart@oka.urban.ne.jp 

                    FAX：086-235-1515 

締め切り：平成 25 年 6 月 22 日（土）受付分まで 

お問合せ：笠岡市民病院 放射線科 池田茂良 

0865-63-2191（代）housyasen@kasaokacityhsp.jp   

長野病院 放射線科 国府島昌之 

0866-92-2361（代）n-hp.koh@naganohp.jp 

 

＊応募人数が 10 人に満たない場合は中止させていただく事に

なるかもしれません。何卒ご了承ください。        

 

 

 

 

 

 

一般の方向けのコーナー 
 

 一般の方から岡山県診療放射線技師会に実際に寄せられた被ばく相談事例 

を紹介します。 

 

相談事例 

 

先日 10 ヶ月の息子が下痢のため病院に行ったところ、先生がお腹の張りがあり悪いガスがたまっ

ているかもしれないということで、腹部レントゲンをとりました。撮影は生殖器の保護などはなく上

半身裸でオムツとズボンでとりました。乳幼児がレントゲンを撮って何か悪影響などはありますか？

生殖器の保護はしなくても大丈夫でしようか？  

生まれたときにも子宮内感染症の疑いで NICU に 5 日ほど入院しているときも数回レントゲンを撮っ

ているので心配でしかたがなくなってしまってこちらにメールさせていただきました。お忙しい中お

手数をおかけしますがご回答よろしくお願いいたします。 
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事務所開所時間：月・火・木・金 10:00～14:00 水 10:00 ～12:00 

謝辞 

回答例 

岡山県診療放射線技師会のホームページを閲覧いただきありがとうございます。 

被ばくに対して相談できる機会も尐なく、不安な思いをされたことと思います。 

まず、第一にお寄せいただいたメールからあなたの息子さんが実際に被ばくした線量を計算するこ

とは困難です。ですから、ここでは一般的な検査に対しての被ばくということでお話をさせていただ

きたいと思います。では、どのように被ばくの影響を考えるかですが、それぞれの検査部位に入って

いる臓器によって放射線による感受性が異なってきます。その感受性を判断して放射線による影響が

発生するかを判断いたします。ここでの感受性とは、放射線に対して（細胞の）感じやすさとお考え

ください。まず、Ｘ線検査による胸部、腹部への被ばく線量は、現在の医療水準では、とても尐ない

線量で、息子さんの身体の健康への問題はございません。Ｘ線が発見されて 110余年、現在ではＸ線

装置も改善され、検出器の感度も高いので検査による、被ばくによる健康への影響はほとんど考える

必要はございません。それよりは息子さんの下痢による腹部の張りに対する的確な治療を受けるため

に必要な検査ですし、きちんとした結果を出し、治療を受けることが有益であると思います。生後ま

もなくＮＩＣＵに入院中でのＸ線撮影に関しましても同様です。そしてその利益（メリット）は被ば

くによる危険度（リスク）より高いことが前提となり検査を行っています。 

また、鉛プロテクターの是非ですが、結論から申し上げますと、胸部撮影においては鉛プロテクタ

ー防護の必要はありません。しかし腹部撮影においては、必要最小限で鉛プロテクター防護なしで撮

影する場合もありますが、被ばくによる身体への影響はほとんど考える必要はございません。 

その根拠は、男女ともに、生殖細胞のなかで最も感受性の高い細胞（精原細胞Ｂ、第二次卵母細胞）

のみが細胞死を起こした場合には一次不妊となり、感受性の低い精原細胞、卵母細胞まで細胞死を起

こした場合には永久不妊となるといわれています。その線量には閾（しきい）値があり、一時的不妊

では、1回の照射で男性では 150ｍＧｙ、女性では 650～1500ｍＧｙ、永久不妊では、1回の照射で男

性では 3500～6000ｍＧｙ、女性では 2500～6000ｍＧｙ（ＩＣＲＰ1990 年勧告）といわれています。

このように放射線による人体への影響は、その影響ごとに決まった線量以上の放射線を浴びなければ

おきないといわれ、その線量をしきい線量と呼びます。 

通常、１回の小児胸部撮影での皮膚線量は 0.2ｍＧｙで、１回の小児腹部撮影での皮膚線量は 0.3

ｍＧｙです。皮膚に一時的な紅斑が現れるのは 2Ｇｙですから約１万分の１の線量です。従いまして、

Ｘ線による身体への影響はありません。 

なお、疑問点等ございましたらあらためてご質問下さい。 

連絡先 

公益社団法人 岡山県診療放射線技師会 

〒700-0867 岡山市北区岡町 16-10-201 

TEL 086-235-1313   FAX 086-235-1515 

Mail:oart@oka.urban.ne.jp 

事務所開所時間 月・火・木・金 10：00～14：00 

                              水のみ 10：00～12：00 

 

 

 

お詫びと訂正 

岡放技ニュース 4・5月号（207号）、25ページ目の 4）CSFRT2014について、

開催年の誤った記載がありました。謹んでお詫び申し上げますと共に、下記の

ごとく訂正させていただきます。 

 

誤：平成 25年 → 正：平成 26年 





